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事 業 名 タングケアの習慣化による味覚閾値の変化に関する研究 

期 間 平成２２年１０月２日（土）から同年１０月９日（土）まで 

連 携 大 学 （大学名）愛知医科大学 看護学部（参加人数）１４人 

大 学 窓 口  

担 当 課 福祉課 

事 業 内 容 

 

舌ブラシを使い口腔内を清潔に保つことで、味覚に変化があるのか、及

び味を感じる最小レベルに変化が生まれるのかを研究します。 


